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1)［ファクス］ボタン
ファクス機能を使用するとき、このボタンを押してファクス画面を表示します。
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18    送信のしかた

リダイヤル機能
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□ 原稿9㎈
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■ 送信条件の設定
ファクスの送信条件を設定します。
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2.送信と受信のしかた

34    送信のしかた

□ 海外送信
ファクスを海外へ送信する場合は、ダイヤル方法などが国内送信のときと異なります。ダイヤル方法に関する詳細は、国
際電話サービス事業者へお問い合わせください。一般的な例を以下に示します。

マイライン/マイラインプラスに加入していない場合
「国際電話サービス事業者識別番号」+「010」+「国・地域コード」+「地域番号」+「相手先の電話番号」
例）アメリカ（1）のニューヨーク（212）にあるA社（1234567890）へファクス送信する
「国際電話サービス事業者識別番号」+「010」+「1」+「212」+「1234567890」

マイライン/マイラインプラスに加入している場合
「010」+「国・地域コード」+「地域番号」+「相手先の電話番号」（国際電話サービス事業者識別番号は不要）
例）アメリカ（1）のニューヨーク（212）にあるA社（1234567890）へファクス送信する
「010」+「1」+「212」+「1234567890」
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36    送信のしかた
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38    送信のしかた

□ トーン送出
ダイヤル回線の使用時にプッシュホンサービスを利用します。
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3.通信の確認と取り消し

46    通信の確認





3.通信の確認と取り消し

48    送信の取り消し

□ 自動両面原稿送り装置の使用時
自動両面原稿送り装置へ原稿∵ ットしたときのメモリ送信取り消し方法です。

1 原稿の読み取り中に、操作パネルの［ストップ］ボタン∵ します。

読み取り動作が一時中断されます。
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4.便利な使いかた
本機の便利な機能について説明しています。

両面原稿送信............................................................................................................................ 52

優先送信 ...............................................................................................................................
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4.便利な使いかた

56    ポーリング通信

5 パスワードおよびTEL番号（受信側電話番号）を設定する場合は、それに該当するボタンを
押すと入力画面が表示されますので、パスワード（4桁）およびTEL番号（最大20桁）を入
力した後、［OK］を押します。
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4.便利な使いかた

62    Fコード通信

□ 原稿の削除
本機の親展または掲示板に登録されている原稿を削除します。

1 操作パネルの［ファクス］ボタンを押します。
& P.16 「基本手順」

2［応用］タブを押した後、［Fコード］を押します。
この操作の画面例は、原稿を登録するときと同様です。
& P.59 「原稿の登録」

3「種別」項にて［親展］または［掲示板］を押し、「モード」項にて［取り消し］を押した
後、［OK］を押します。

指定した種別のメールボックスが開設されていない場合は、それを示すメッセージが表示され、操作を続行する
ことはできません。

4［箱番号］を押すと入力画面が表示されますので、箱番号を入力した後、［OK］を押します。

指定したメールボックスにパスワードが設定されている場合は、［箱番号］と同様に［パスワード］も入力してく
ださい。
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4 . 便利な使 かた

泂コード通信㎈⓪╭ゔ

























5.リスト/レポートの印刷

リスト/レポートの手動印刷    83
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5.リスト/レポートの印刷

リスト/レポートのト







5.リスト/レポートの印刷

90    リスト/レポートの印刷例

■ メモリ送信結果表
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リスト/レポートの印刷例    91











5.リスト/レポートの印刷

96    リスト/レポートの印刷例









100    ユーザ設定

ユーザ設定

■ ファクス設定
ファクス送信機能の初期設定を行います。

1 操作パネルの［設定/登録］ボタンを押します。

2［ファクス設定］を押します。





6.各種設定のしかた

102    ユーザ設定

送信方法
ファクスの送信方法です。

濃度調整
原稿の読み取り濃度です。

発信元記録
発信元情報付加送信のオン/オフを切り替えます。これをオンにする場合は、あらかじめ本機の自局名を登録して
おく必要があります。
& P.105 「自局名の登録」

受信元記録
受信元情報付加印刷のオン/オフを切り替えます。これをオンにする場合は、あらかじめ本機の自局名を登録して
おく必要があります。
& P.105 「自局名の登録」

ECM
ECM（Error Correction Mode）通信のオン/オフを切り替えます。
ECMとは、国際的に標準化された自動エラー訂正方式による通信モードのことです。ECM通信をオンにすると、
通信障害などにより送信データが影響を受けても、自動的に影響を受けた部分だけを再送信しますので、画像の
乱れがない通信を行うことができます。
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104    管理者設定
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106    管理者設定
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管理者設定    107
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6.各種設定のしかた

管理者設定    111











116    保守サービス

保守サービス

本装置を安定した状態でご使用いただくため、保守サービスが必要になります。補修用部品の供給年限は製造中止後7年
間です。詳しくは弊社販売店にお尋ねください。
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